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１ 学習の到達目標 

①  現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手がかりとなる概念とともに，諸資料か

ら，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる

技能を身に付けます。 

②  現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手がかりとなる考え方や公共的な空

間における基本的原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断す

る力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養いま

す。 

③  よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うととも

に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間としての

在り方生き方についての自覚や，公共的な空間に生き国民主権をになう公民として，自国を

愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うこと

の大切さについての自覚などを深めます。 

 

２ 科目の特色 

 『公共』は公民科に設置された新しい科目です。上記の科目の到達目標が達成できるよう，以

下のように構成されています。  

第１部「『公共』のとびら」では，現実社会の諸課題を見いだし，解決に向けて選択・判断の

手がかりとなる考え方や「公共的な空間」における基本的原理を学習します。第 1 部で学んだ考

え方や基本的原理は，第 2 部・第 3 部の学習で活用されるものです。 

第２部「自立した主体として社会に参画する私たち」では，政治，法，経済，職業生活，国際

社会の分野ごとに学習します。第 2 部は 5 章 13 テーマで構成されており，各テーマは 1 見開き

の「追究しよう」と複数の見開きの「本文ページ」で構成されています。各テーマの冒頭の「追

究しよう」では，テーマに関する具体的な課題を設定して，追究したり解決したりする活動のプ

ロセス（「つかむ」→「考える」→「まとめる」）にそって学習します。 

〈13 のテーマ〉 

第 1 章 政治 民主政治と政治参加 

 第 2 章 法  法や規範の意義と役割／市民生活と私法／国民の司法参加  

 第 3 章 経済 現代の経済と市場／市場経済における金融の働き／  

財政の役割と持続可能な社会保障制度  

第 4 章 職業生活 働くことの意義と職業選択／労働者の権利と雇用・労働問題  

第 5 章 国際  国際社会のルールとしくみ／国際社会と平和主義／国際平和への課題／ 

グローバル化する国際経済 

第 3 部では，持続可能な地域，国家・社会および国際社会づくりをにない，公共の精神をもっ
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た自立した主体になることをめざし，現代の諸課題を探究する学習活動に取り組みます。具体的

には，自分の探究課題（問い）を決め，情報を収集し，読み取り整理した上で自分の主張を決め，

ミニレポートを作成します。  

これらの学習を通じて，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で

民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することをめざし

ます。 

 

３ 学習の計画 

  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

４
月 

第１部「公共」の

とびら 

第 1章 公共的な

空間をつくる私

たち―社会のな

かの自己 

(1)現代社会に生

きる青年 

  

１  青年期と自己

形成の課題 

 

 

 

 
 

〇青年期の特徴や発達

課題としてのアイデ

ンティティの確立の

理解を手がかりに，青

年期に生きる自己形

成の課題について考

察します。 

〇青年期における心の

動きや自分自身の捉

え方，人間関係などの

特徴をふり返りなが

ら，青年期の特徴や発

達課題について理解

します。 

２  自己形成と社

会への参画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〇現代社会で生きる上

で何が課題なのか，現

代社会の特質やキャ

リア開発の意義，社会

参画を通じて育てる

シティズンシップの

意義などについて理

解します。 

〇キャリア開発や社会

参画の視点から，青年

期に生きる自己形成

の課題について考察

します。 

〇現代社会で生きてい

く上で，青年期に求め

られることは何か，幅

広く考えるとともに，

キャリア開発や社会

参画の意義について

気付き，考えます。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

(2)社会的な関係

のなかで生きる

人間 

 

１ 個人として尊

重される人間 

 

〇自由についてのカン

トの道徳法則と人格，

J.S.ミルの自由につ

いての考え方の理解

を基に，人間を「個人」

として尊重すること

の意味について多面

的・多角的に考察しま

す。 

 

 

 

〇規則と自由に関する

課題について，カント

の義務論や J.S.ミル

の自由論を手がかり

に，実際的な場面を想

定しながら，理解を深

めます。 

〇教科書記載のパター

ナリズムの例を用い

て，規制と自由の関係

について考えます。 

２ 社会的な存在

としての人間 

 

 

 

 
 

〇アーレントやハーバ

ーマス，和辻哲郎の思

想の理解を手がかり

に，社会的な存在とし

ての人間のあり方及

び公共空間について

考察します。 

〇日常的に用いられる

「公共」の意味につい

て考えながら，アーレ

ントやハーバーマス，

和辻哲郎の捉えた社

会的存在としての人

間について理解しま

す。  
３ 伝統・文化の

なかの人間 

〇丸山真男の考え方，

「公」と「私」の捉え

方などを手がかりに，

ものの捉え方や考え

方が伝統・文化と深く

かかわっていること

を理解し，そこにおけ

る課題について考察

します。 

〇日常使われている言

葉の意味や用法に伝

統や文化がかかわっ

ていることに気付き，

それがどのような課

題につながっている

か考察します。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

５
月 

第 ２章  公共的

な空間における

人間としての在

り方生き方―共

に生きるための

倫理 

１ 功利主義と幸

福の原理 

〇行為選択の理由付け

について，目的論と義

務論の考え方がある

ことを理解します。 

〇目的論に関して，帰結

主義による功利主義

と徳倫理学の主な考

え方を理解します。 

〇これらの先人の思想

を手がかりに，思考実

験を用いて，課題解決

の方法について考察

し議論します。 

〇行為の判断や選択の

場面を想定し，まず目

的論と義務論の区別

について理解します。 

〇功利主義の快楽や幸

福の考え方が，社会の

あり方と関連してい

ていることを，経済や

福祉政策などを事例

に理解します。 

〇人間にとっての善さ

や幸福を，人が徳を備

えることに求める考

え方を理解します。 

〇思考実験を用いて選

択・判断とその理由に

ついて考察します。 

２ 義務論と公正

の原理 

〇義務論について，カン

トの道徳法則や自律

の意味について理解

します。 

〇社会的不平等の是正

について，ロールズの

公正としての正義の

考え方やセンの潜在

能力という考え方を

理解します。 

〇これらの先人の思想

を手がかりに，思考実

験を用いて，課題解決

の方法について考察

し議論します。 

〇結果ではなく義務に

基づいて行動すべき

とする場面を想定し

ながら，カントの考え

方を理解します。 

〇社会的不公正の是正

について，社会保障政

策などを手がかりに

ロールズやセンの考

え方を理解します。 

〇思考実験を用いて選

択・判断とその理由に

ついて考察します。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

  活用 生命倫理に

ついて考える 

〇生命科学の進歩がも

たらしたエンハンス

メントとその倫理的

課題について理解し

ます。 

〇功利主義と義務論の

考え方を手がかりに，

エンハンスメントに

ついて考察し議論し

ます。 

〇エンハンスメントの

事例をあげながら，そ

こにどのような倫理

的課題があるかを理

解します。 

〇すでに学んだ功利主

義と義務論の考え方

を手がかりに倫理的

課題について考察・判

断します。 

活用 環境倫理に

ついて考える 

〇人間の活動の急速な

拡大がもたらしてい

る環境問題にかかわ

る思想や環境倫理に

ついて理解します。 

〇功利主義と義務論の

考え方を手がかりに，

環境にかかわる倫理

的課題について考察

し議論します。 

〇開発にともなう倫理

的課題とはどのよう

なものかを理解しま

す。 

〇すでに学んだ功利主

義と義務論の考え方

を手がかりに，環境に

かかわる倫理的課題

について考察・判断し

ます。 

５
月 

第３章  公共的

な空間における

基本的原理―私

たちの民主的な

社会 

  

1  公共的な空間

における協働とは 

 

 

 

 
 

〇社会における利害の

調整のしくみとして

の市場の働きと国家

の役割，及びそれぞれ

の課題について理解

します。 

〇市場機構における財

やサービスの配分が

社会の利害調整の役

割をしていることに

気付きます。また，国

家による調整は，立憲

主義に基づく手続き

によることを理解し

ます。 

２ 民主主義とは 

 

 

 
 

〇社会における意見や

利害の調整，意思決定

における民主主義の

意義，それらの課題に

ついて理解します。 

〇民主主義の手続きや

方法の意義について

具体例をあげながら

理解するとともに，そ

の課題について考え

ます。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

 

 ３ 立憲主義とは 〇法の支配や近代立憲

主義の意義について，

歴史的背景もふまえ

ながら理解します。 

〇立憲主義と民主主義

の緊張関係の意味に

ついて考察します。 

〇中学校社会科での学

習もふまえながら，法

の支配や立憲主義の

意義について，基本的

人権の尊重や権力の

濫用防止の観点から

理解します。 

４ 人権保障の意

義と展開 

 

 

 

 
 

〇公共的な空間におけ

る基本的原理の一つ

である，人間の尊厳と

平等について，その意

義，歴史的展開，現代

の動向について理解

します。 

〇人間の尊厳と平等，基

本的人権の尊重の意

義について理解する

とともに，歴史的経過

のなかで発展し今日

に至っていることに

気付きます。 

〇現代における人権の

展開については，国内

の法整備にも具体化

されていることに気

付きます。 

６
月 

第 ２部  自立し

た主体として社

会に参画する私

たち 

第１章  民主政

治と私たち 

テーマ１ 民主政

治と政治参加  

追究しよう 民意

を反映した政治を

実現するには？ 

〇民意を反映した政治

を実現するための現

状と課題について，世

論調査，投票率，世論

調査と選挙結果の関

連から理解します。 

〇国民投票のメリット

とデメリットについ

て，＜多数決＞と＜熟

議＞の二つの視点を

手がかりに，多面的・

多角的に考察し議論

します。 

〇国や地方の政治に民

意を反映させる制度

について，中学校まで

の既習事項などをと

おして理解します。 

〇選挙による方法，国民

投票による方法につ

いて，民意を反映させ

る点でどのような特

徴や課題があるか，考

察します。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

１ 私たちの民主

政治 

〇政治の働き，民主主義

の具体的な姿につい

て理解するとともに，

現在の民主主義の課

題について考察しま

す。 

〇身近に存在する政治

に気付くとともに，民

主主義にかかわる制

度や活動について理

解します。 

〇現代民主主義の課題

については，20 世紀

の歴史をふまえなが

ら考察します。 

  ２ 地方自治のし

くみと役割 

〇地方自治の原則とし

くみ，地方財政のしく

みと課題，住民参加の

形態と意義について

理解するとともに，地

方自治の課題につい

て考察します。 

〇地方自治の本旨につ

いて確認すると同時

に，国の政治と比較し

ながら地方自治のし

くみについての理解

します。 

〇地方財政については，

具体例などを取り上

げながら，財政や事務

について理解します。 

  ３ 国会のしくみ

と役割 

〇三権分立と国会の地

位，国会の役割と権

限，国会の構成と運営

について，実際の政治

事象とも関連させな

がら理解します。 

〇政治のしくみと制度

を前提として展開さ

れる実際の政治の運

営の現状と課題につ

いて考察します。 

〇三権分立，国会の組織

と権限については，日

本国憲法の該当条文

も参照しながら，理解

します。 

〇実際の政治事象を取

り上げながら，国会の

果たしている役割に

ついて具体的に理解

します。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

  ４ 内閣のしくみ

と役割 

〇内閣と国会との関係，

内閣の役割と行政組

織，行政国家化と行政

改革について，実際の

政治事象とも関連さ

せながら理解します。 

〇国会を基盤に行政権

を行使する内閣と行

政組織，行政権が肥大

化した今日の行政の

課題について考察し

ます。 

〇内閣と国会の関係に

ついては，日本国憲法

の条文を参照すると

同時に，実際の政治事

象を参考に理解しま

す。 

〇行政機構と行政事務

については，具体的な

事例を参考に理解し

ます。 

〇行政権の役割の拡大

に伴う諸課題と対応

について具体例を取

り上げながら考えま

す。 

  ５ 政治参加と選

挙 

〇政治参加のさまざま

な方法，民主政治と選

挙制度，日本の選挙制

度と課題について，実

際の事象とも関連さ

せながら理解します。 

〇有権者の意思をより

よく反映するという

視点から，日本の選挙

制度について考察し

ます。 

〇近代の選挙の原則の

重要性を確認すると

ともに，日本の選挙制

度について，近年の実

施例なども取り上げ

ながら，具体的に理解

します。 

〇18 歳から選挙権を有

することをふまえ，投

票による政治参加の

意義に気付きます。 



- 9 - 

  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

  ６ 政党と利益集

団 

〇民主政治における政

党の役割，日本の政党

政治，政治に影響を及

ぼそうとする利益集

団，政治資金にかかわ

る課題などについて

理解します。 

〇民主政治における政

党や利益集団の役割，

政治資金にかかわる

課題について考察し

ます。 

〇選挙の際の政党の政

権公約，政党間の議論

などを参考に，政党の

役割に気付きます。 

〇利益集団についても

具体例をあげながら

政治的意味に気付き

ます。 

〇政治資金については，

関連する報道などを

参照し，政治資金の規

正の重要性に気付き

ます。 

  ７ メディアと世

論 

〇民主主義における世

論の意義，メディアの

世論への影響，インタ

ーネット時代の世論

形成の現状と課題な

どについて理解しま

す。 

〇世論形成に及ぼすメ

ディアの役割，正しい

情報に基づく合理的

な判断の重要性につ

いて考察します。 

〇メディアが取り上げ

る論点を比較したり，

変化していく世論に

気付いたりすること

によって，民主主義に

おける世論の重要性

を理解します。 

〇政府やメディアが行

う世論調査の内容を

概観し，世論のイメー

ジを把握します。 

７
月
・
９
月 

第 ２章  法の働

きと私たち 

テーマ１ 法や規

範の意義と役割 

追究しよう 法は

私たちの生活にど

のようにかかわる

のか？ 

 

 

 
 

〇法や規範の意義や役

割を考えるために，

「観光地での食べ歩

き」に関する法規制の

事例や海外の事例を

理解します。 

〇観光地での食べ歩き

の法規制について，多

面的・多角的に考察し

議論します。 

〇法と道徳や慣習など

の規範の特性につい

ては，規制する対象や

範囲，効力などの点か

ら比較し理解します。 

〇公共的な空間におい

て，道徳やマナーに委

ねる場合と，法的ルー

ルによっている場合

があることについて，

事例をあげて理解し

ます。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  １ 法と社会規範

の役割 

 

 
 

〇道徳を含む社会規範

における法の特色，法

の役割，法の区分とそ

れぞれの特色につい

て理解します。 

〇法の性格や役割，法の

分類，法の成立の歴史

や対象などによって

区分されることにつ

いて考察します。 

〇法の特色，法の役割に

ついては，具体例をあ

げながら理解します。 

〇社会法については，日

本国憲法に定める社

会権の規定との関連

に気付きます。 

２ 法の成立と適

用 

〇法案の作成と提出，民

事裁判と刑事裁判，裁

判における法の適用，

法の解釈の意味など

について理解します。 

〇民事裁判，刑事裁判の

手続きの特色，法の適

用と解釈，市民にも求

められるリーガルマ

インドの意義につい

て考察します。 

〇民事裁判，刑事裁判に

関する報道などを参

考に，両者の手続きの

特色について理解し

ます。 

〇法の解釈，判例につい

ては，実際の裁判事例

をとおして理解し，関

心を持ちます。 

 

  テーマ２ 市民生

活と私法 

追究しよう 現代

の市民生活におけ

る私法の役割と意

義は何か？ 

〇市民生活における私

法の役割と意義に関

連して，インターネッ

トによる契約の特性

や転売について理解

します。 

〇転売仲介サイトで不

正なチケットが届い

た場合の対処につい

て，多面的・多角的に

考察し議論します。 

〇インターネットによ

る売買契約の特性や

取り消しに関する情

報，売買に関するトラ

ブルの事例などから，

インターネット販売

について理解します。 

〇「視点１」と「視点２」

については，判断する

ためのいくつかの論

点があり，熟読しなが

ら理解します。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

１ 市民生活と法 

 

 

 
 

〇私法の性格，私法の三

つの原則，過失責任の

原則などについて理

解します。 

〇私法の三つの原則の

意義，公共の福祉との

かかわり，過失責任の

原則の意義について

考察します。 

〇身の回りの具体的な

例を取り上げて，私法

と私法の３原則，過失

責任の原則について

理解します。 

〇日本国憲法の関連す

る規定も参照します。 

２ 多様な契約 

 
 

〇契約自由の原則，契約

の種類，契約自由の原

則の修正などについ

て理解します。 

〇契約の種類とその特

色，契約自由の修正が

必要な理由について

考察します。 

〇売買契約，賃貸借契

約，労働契約，消費貸

借契約などについて，

具体的な例を取り上

げ，契約自由の原則の

意義とその修正が必

要な場合について考

えます。 

  ３ 消費者の権利

と責任 

〇消費者契約の特色，消

費者法制と消費者の

権利，消費者主権と消

費者市民社会形成な

どについて理解しま

す。 

〇消費者契約や消費者

法制が，消費者の権利

とその尊重，自立支援

をめざしていること

について具体的な例

をとおして考察しま

す。 

〇消費者問題の例を取

り上げて，消費者契約

や消費者法制，消費者

支援機関の役割，消費

者市民社会の形成に

ついて考えます。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

  テーマ３ 国民の

司法参加  

追究しよう 国民

が司法に参加する

うえで考えるべき

ことは何か？ 

〇裁判員と死刑制度，死

刑制度の合憲性と世

論，国際社会における

死刑制度について理

解します。 

〇裁判員として死刑の

判断を下すことの是

非について，多面的・

多角的に考察し議論

します。 

〇教科書 p.108～p.111

の内容を参照しなが

ら，裁判員として刑事

裁判に参加すること

の意義と責任につい

て考察します。 

〇二つの視点以外の論

点についても考察し

ます。 

 

 
 

１ 司法のしくみ

と役割 

〇司法権とその独立，裁

判制度のしくみ，違憲

審査権について理解

します。 

〇司法権の独立，三審

制，違憲審査権の意義

について考察します。 

〇司法権の独立を確保

するための日本国憲

法の規定，三審制や裁

判の原則公開，国民審

査などの制度の意義

について考察します。 

〇違憲審査権について

は，違憲判決がなされ

た事例を通じてその

意義に気付きます。 

 

 

２ 刑事司法と司

法参加の意義 

〇刑事司法のしくみや

原則，刑事司法の課

題，裁判員制度や検察

審査会制度について

理解します。 

〇刑事司法の課題や司

法への民意の反映の

意義と課題について

考察します。 

〇刑事手続きが法令に

則って進められるこ

と，被疑者や被告人の

権利保障についても

理解します。 

〇刑事司法の課題や司

法への民意の反映に

ついては，例えば報道

の資料などを用いて

関心を持ちます。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

９
月
・
１
０
月
・
１
１
月 

第３章  経済社

会で生きる私た

ち 

テーマ１ 現代の

経済と市場  

追究しよう 公正

で自由な経済活動

のために政府の役

割はどうあるべき

か？ 

〇市場を公正で効率的

に働かせるための規

制に関連して，タクシ

ー事業の現状につい

て理解します。 

〇タクシー事業の規制

のあり方について，多

面的・多角的に考察し

議論します。 

〇タクシー事業の規制

については，実際の報

道や記事などの資料

をとおして理解しま

す。 

〇タクシー以外のバス

事業などの交通運輸

政策についても関心

を持ちます。 

  １ 私たちと経済 〇経済活動の意義，経済

主体と経済循環，グロ

ーバル化のなかの経

済活動の動きについ

て，実際の経済事象と

も関連させながら理

解します。 

〇経済循環について，例

えば「家計」を中心に

して，「政府」「企業」

との関係を説明でき

るようにします。 

〇希少性，機会費用，ト

レードオフについて，

経済の特性を捉える

基本概念であること

に気付きます。 

〇経済循環における経

済主体間の関係には，

市場を通じたものと，

法令に基づく制度と

して行われるものと

があることに気付き

ます。 

 

 

２ 市場経済のし

くみ 

〇市場経済における価

格の働き，市場の失敗

と政府の役割につい

て，実際の経済事象と

も関連させながら理

解します。 

〇市場メカニズムの意

義と限界，政府の役割

が求められることと

の関係について考察

します。 

〇価格の働きについて

は，需要曲線・供給曲

線を利用して理解し

ます。 

〇外部不経済，寡占市場

における資源配分の

ゆがみなどについて

は，具体的な事象を参

照しながら理解しま

す。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

 

  ３ 国民所得と経

済成長 

 

 
 

〇経済の指標の計算方

法と意味，経済成長と

その要因，景気変動と

物価について，実際の

経済事象とも関連さ

せながら理解します。 

〇景気変動や物価の変

動，インフレーション

などが人々の生活に

どのように影響を及

ぼすか考察します。 

〇経済の大きさや動き

などを示す指標とし

て GDP があること，ま

た，豊かさを示す上で

の GDP の限界にも気

付きます。 

〇経済成長率は，経済政

策の目安となると同

時に，各国の経済の動

向を示す目安として

も用いられているこ

とに気付きます。 

  テーマ２ 市場経

済における金融の

働き   

追究しよう 金融

はどのような役割

をになっているの

だろうか？ 

〇起業家にとっての資

金調達と直接金融，間

接金融，クラウドファ

ンディングなどの新

たな資金調達につい

て理解します。 

〇起業家は資金提供者

に対してどのような

情報を発信すべきか，

多面的・多角的に考察

し議論します。 

〇クラウドファンディ

ングについては，いく

つかの例をとおして

理解します。 

〇間接金融，直接金融と

クラウドファンディ

ングそれぞれの特色

と違いを比較しなが

ら理解します。 

  １ 金融のしくみ

と働き 

〇貨幣の役割と通貨制

度，直接金融と間接金

融，金融システム，金

融市場と金利の動き

について，実際の経済

事象とも関連させな

がら理解します。 

〇金融と金融システム

が日々の生活と密接

にかかわっているこ

とに気付きます。 

〇銀行や証券会社，保険

会社などの具体的な

金融機関の業務など

を調べることをとお

して，金融のしくみに

ついて理解します。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

 

 

２ 中央銀行の役

割と金融環境の変

化 

 

 

 
 

〇中央銀行の役割，中央

銀行の行う金融政策，

金融の自由化と金融

商品の多様化につい

て，実際の経済事象と

も関連させながら理

解します。 

〇金融政策の近年の動

向，金融の自由化と金

融商品の多様化にと

もなってどのような

課題があるか考察し

ます。 

〇金融政策については，

市場における通貨量

の調整がどのように

して図られるのか，そ

のしくみに着目して

理解します。 

〇金融の自由化，金融商

品の多様化が，消費者

にどのような利便性

と課題をもたらして

いるか，具体的に考え

ます。 

 

  テーマ３ 財政の

役割と持続可能な

社会保障制度  

追究しよう 「持

続可能な財政」を

実現するためにど

うするべきだろう

か？ 

 
 

〇諸外国と比べた日本

の財政規模，財政危機

の原因について，資料

を手がかりに理解し

ます。 

〇財政の課題を解決し

持続可能な財政とす

るために，多面的・多

角的に考察し議論し

ます。 

〇日本の財政規模，財政

危機については，教科

書 p.134 ， p.137 ，

p.139 の資料を参考

に把握します。 

〇＜歳出＞の削減，＜歳

入＞の増加について

は，視野を広げて多面

的・多角的に考察しま

す。 
 

１ 財政の働き 〇財政の三つの機能，財

政政策，財政のしくみ

や租税法律主義など

について，実際の事象

とも関連させながら

理解します。 

〇財政と財政政策を通

じて，経済政策や福祉

政策その他の政策が

行われていることを

理解します。 

〇所得の再分配や財政

政策については，具体

例をとおして理解し

ます。 

〇財政については，歳入

構造，歳出構造の変化

の背景に気付き，財政

の動きに関心を持ち

ます。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

 

  ２ 財政の課題 〇租税の分類，課税の原

則，国債の役割，財政

問題と財政危機につ

いて，実際の事象とも

関連させながら理解

します。 

〇財政問題については，

資料を読み取りなが

ら問題解決の方向性

について考察します。 

〇租税の種類について

は，実例をあげながら

理解します。 

〇財政問題については，

テーマ３の内容とも

関連させて，問題の解

決の方向性について

考えます。 

３ 社会保障の考

え方 

 
 

〇社会保障の意義と歴

史，日本の社会保障制

度について，実生活と

のかかわりも含めて

理解します。 

〇社会保障制度の意義

について，多面的・多

角的に考察します。 

〇日本の社会保障制度

の四つの柱について

は，さまざまな生活場

面を想定して具体的

に理解できるように

します。 

〇日本の社会保障制度

については，保険制

度，公費によるものな

どがあることを理解

します。 

４ 社会保障の課

題とこれから 
 

〇少子高齢化の進む日

本の現状，社会保障の

財源確保，社会保障と

経済の活性化とのか

かわりなどについて

理解します。 

〇少子高齢化の進展の

なかで，今後の社会保

障制度をどのように

展望するか諸外国の

例も参考に考えます。 

〇高齢化，少子化がもた

らす影響をさまざま

な視点から理解しま

す。 

〇今後の社会保障制度

の方向性として，低福

祉・低負担，高福祉・

高負担などの観点か

ら考えます。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

１
１
月
・
１
２
月 

第 4章 私たちの

職業生活 

テーマ１ 

働くことの意義と 

職業選択 

追究しよう これ

からの時代の職業

選択をどのように

考えればよいのだ

ろうか？ 

〇産業革命の変遷と日

本がめざす新しい社

会「Society5.0」につ

いて理解します。 

〇技術革新が進むなか

での職業選択につい

て，多面的・多角的に

考察します。 

〇産業構造の高度化や

技術革新の進展が職

業や仕事にどのよう

な影響を及ぼすのか

考えます。 

〇職業生活において何

を大切にしたいか，理

由も含めて考えます。 

１ 働くというこ

と 

〇働くことの意義，産業

社会の発達と職業の

変化，労働市場の役割

などについて，実際の

職業や労働のあり方

とのかかわりも含め

て理解します。 

〇技術革新の進展のな

かで，今後の職業や労

働がどのように変化

していくのか，そこに

おける課題について

考察します。 

〇職業については，社会

生活における意義や

役割，産業とのかかわ

りなどの視点から理

解します。 

〇労働市場における労

働力の需給調整につ

いては，有効求人倍率

などを参考にして理

解します。 

 

２ 多様な職業選

択 

〇職業選択のポイント，

多様化するキャリア

選択，キャリア形成の

課題について，実際の

職業や労働のあり方

とのかかわりも含め

て理解します。 

〇職業選択の機会の多

様化とこれからのキ

ャリア形成の課題に

ついて考察します。 

〇自分の抱いている職

業観とその職業が必

要とする能力との関

連について考えます。 

〇自分のこれまでの学

習や経験をとおして

形成してきたキャリ

アが，今後の職業とど

のように結びつくか

考えます。  
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

 

  テーマ２ 労働者

の権利と雇用・労

働問題 

追究しよう 望ま

しい労働環境を実

現するために必要

な 取 り 組 み は 何

か？ 

 
 

〇労働条件の基準を定

める法令が存在する

ものの，「過労死」や

「ブラック企業」が問

題になっている状況

を理解します。 

〇「過労死」をなくす対

策について，多面的・

多角的に考察し議論

します。 

〇「過労死」「ブラック

企業」などについて

は，関係する報道や記

事などから，具体性を

持って理解します。 

〇労働時間のあり方は，

ワーク・ライフ・バラ

ンスの問題であるこ

とについて考察しま

す。 

１ 労働者の権利 

 
 

〇資本主義社会におけ

る労働契約の特性，労

働者の権利と労働三

法の内容，労働条件改

善に向けた課題につ

いて，実際の職業や労

働のあり方とのかか

わりも含めて理解し

ます。 

〇労働契約の特性をふ

まえて，労働者の権利

保障が必要であるこ

とについて考察しま

す。 

〇労働関係法が，どのよ

うに労働者の権利の

保護に寄与している

のか，具体的な事例を

取り上げて理解しま

す。 

〇労働基準法に定める

労働条件の最低基準

については，具体的に

理解します。 

 

 

２ 現代の雇用・

労働問題 

〇雇用環境の変化，現代

のさまざまな労働問

題，働きやすい労働環

境について，実際の職

業や労働のあり方と

のかかわりも含めて

理解します。 

〇仕事と家庭生活の両

立，男女格差の解消，

安定した雇用などに

かかわる課題とその

解決の方向性につい

て考察します。 

〇現代のさまざまな労

働問題や労働環境の

改善については，報道

や関係の記事などを

とおして，より具体的

に理解します。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

１
２
月
・
１
月
・
２
月 

第５章  国際社

会のなかで生き

る私たち 

テーマ１ 国際社

会のルールとしく

み      

追究しよう 国際

社会の課題を解決

するためにどのよ

うなルールが必要

か？ 

〇有限な資源を将来に

わたってどのような

ルールの下で維持・管

理するのか，漁業をめ

ぐる国際社会の課題

を理解します。 

〇漁業資源の国際的な

管理のあり方につい

て，多面的・多角的に

考察し議論します。 

〇国家間の利害が錯綜

する課題解決として

のルールや国際協力

を第５章で学ぶ他の

課題についても生か

せるようにします。 

〇漁業資源は，鉱物資源

とは異なり，海洋とい

う“共有地”における

資源であることに気

付きます。 

〇「視点１」「視点２」

については，すでに学

習した“共有地の悲

劇”の考え方を参考に

します。 

 

  １ 国際社会の成

り立ち 

〇国際社会の成立とそ

の特色，国際法の意義

と役割，国際社会の主

体の変化などについ

て，実際の国際的な事

象と関連させながら

理解します。 

〇国際社会において国

家間のさまざまな問

題が生じる背景と外

交や国際法の意義に

ついて多面的・多角的

に考察します。 

〇国際法は，国内法と比

較しながらその特色

について理解します。 

〇国家間のさまざまな

問題や国際法につい

ては，具体例をとおし

て理解します。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

 

２ 国際連合の役

割 

〇集団安全保障として

の国際連盟，国際連合

の成立とそのしくみ，

国際連合における安

全保障，国際連合のさ

まざまな役割と課題

について，実際の国際

的な事象と関連させ

ながら理解します。 

〇国連の安全保障に果

たす意義と課題につ

いて考察します。 

〇国際連合の安全保障

への取り組みについ

ては，実際の国際紛争

の例を資料をとおし

て理解します。 

〇国際連合の機関の活

動が，世界の多くの

人々の生活と密接に

かかわっている点に

気付きます。 

 

 

テーマ２ 国際社

会と平和主義        

追究しよう 国際

社会の平和と安全

を実現するには？ 

〇核兵器をめぐる世界

の動きを，核拡散の現

状，国連における核兵

器禁止条約，INF 全廃

条約の失効などから

理解します。 

〇核軍縮が進まない理

由について,多面的・

多角的に考察し議論

します。 

〇安全保障のジレンマ

について，すでに学習

した「囚人のジレン

マ」を参考に理解しま

す。 

〇敵対している国家間

の相互理解や信頼醸

成には，関係の国々や

国連などを通じた外

交が重要であること

に気付きます。 
 

１ 日本の平和主

義と冷戦 

〇平和主義と日本国憲

法第９条，自衛隊と日

米安全保障条約，戦後

日本の防衛政策につ

いて，実際の事象とも

関連させながら理解

します。 

〇日本の安全保障と日

米関係については，第

二次世界大戦後の国

際政治の動きとかか

わらせて理解します。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

 

２ 冷戦後の世界

と日本 

〇冷戦後の世界の動き，

冷戦終結後の日本の

安全保障政策，自衛隊

と海外派遣などにつ

いて，実際の事象とも

関連させながら理解

します。 

〇日本の安全保障政策

の変化の背景にある

国際関係について考

察するとともに，今後

の安全保障の課題に

ついて追究します。 

〇個々の安全保障政策

については，当時の報

道や記事などを参照

して理解します。 

〇政府の憲法第９条の

解釈の変化をとおし

て自衛隊の役割や位

置の変化について理

解します。 

 

  テーマ３ 国際平

和への課題  

追究しよう 国際

社会における責任

あ る 行 動 と は 何

か？ 

〇主権国家内部で起こ

る紛争と人権侵害に

ついて，ルワンダ内

戦，コソボ紛争を例に

理解します。 

〇人権保護のための他

国や国際機関の武力

介入について，多面

的・多角的に考察し議

論します。 

〇主権国家内部の紛争

や人権侵害について，

他国や国際機関がど

のように対処してい

るのか，具体例をあげ

ながら理解します。 

〇他国による武力行使

が，新たな混乱を招く

ことがある点に気付

きます。 
 

１ 現代の紛争と

その影響 

〇現代の紛争とその要

因，紛争の解決に向け

た取り組み，難民問題

について理解します。 

〇紛争や難民問題の解

決に向けて国際機関

やＮＧＯなどの取り

組みが求められてい

ることを理解します。 

〇実際の紛争の背景と

要因や関係する諸国

の動向，国際機関の対

応などを理解します。 

〇映像資料や新聞記事

などを適切に活用し

ます。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

 

２ 平和な国際社

会に向けて 

〇平和の意味，外交を通

じた平和の実現の意

義，日本の立場と役割

について，実際の事象

とも関連させながら

理解します。 

〇平和憲法をもつ日本

として，国際平和に向

けてどのような姿勢

で何をなすべきか，多

面的・多角的に考察し

議論します。 

〇日本が行っている国

際貢献のうち，いくつ

かを取り上げて実際

の活動を知ることに

よって，国際貢献の意

義について理解しま

す。 

 

  テーマ４ グロー

バル化する国際経

済     

追究しよう 経済

のグローバル化は

現代社会にどのよ

うな影響をもたら

したか？ 

〇拡大するサービス貿

易，「プラットフォー

マー」の国境をこえた

展開を例に経済のグ

ローバル化の現状と

課題について理解し

ます。 

〇「プラットフォーマ

ー」の進出にともなう

課題について，多面

的・多角的に考察し議

論します。 

〇「プラットフォーマ

ー」が展開するデジタ

ル事業が，なぜ生活の

なかに浸透してきた

のか，企業の目的も含

めて考えます。 

〇二つの視点の学習を

通じて，経済のグロー

バル化と国内外の課

税や市場管理とのか

かわりについて理解

します。 
 

１ 貿易のしくみ 〇自由貿易と保護貿易，

自由貿易の推進に向

けた体制，国際収支統

計の意味について，実

際の経済的事象とも

関連させながら理解

します。 

〇リカードの比較生産

費説の概要，国際収支

統計からわかる経済

取引の状況について

理解します。 

〇輸出入にかかわる政

策手段には，関税，輸

入数量制限，輸出促進

のため補助などがあ

ることを理解します。 

〇国際収支の項目ごと

の取り引き金額の推

移からうかがわれる

ことについて考察し

ます。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

 

 

２ 国際金融のし

くみと動向 

〇為替のしくみと外国

為替市場，国際通貨制

度とその変化，国際金

融の動向について，実

際の経済的事象とも

関連させながら理解

します。 

〇為替相場の変動が貿

易取引や金融の動き

にも影響を及ぼすこ

とを理解します。 

〇為替相場については，

日々の経済ニュース

による情報をとおし

て理解すると同時に，

変動の背景や影響に

ついても考察します。 

〇国際金融の動向につ

いては，当時の報道や

記事などをとおして

理解します。 

 

３ グローバル化

と今日の国際経済 

〇現在の国際経済秩序

と動き，地域統合の歴

史と現在，台頭する新

興国の動きなどにつ

いて，実際の事象とも

関連させながら理解

します。 

〇国際経済の秩序や動

きは，経済だけでなく

政治的な要因も含め

て，さまざまな関係の

なかで展開している

ことを理解します。 

〇国際経済秩序につい

ては，国際協調の動き

とともに保護主義・一

国主義の動きがある

ことを事例から理解

します。 

〇地域統合のうち FTA

や EPA については，日

本の取り組みを例に

内容を理解します。 

 

４ 国際経済の諸

課題 

〇南北問題の背景と推

移，人口・食料問題，

格差の是正に向けた

取り組みについて，実

際の事象とも関連さ

せながら理解します。 

〇構造的な問題として

の南北問題，人口・食

料問題の解決には，ど

のような取り組みが

考えられるか考察し

議論します。 

〇南北問題の背景につ

いては，植民地の時期

の経済関係，その後の

国際分業の構造，一次

産品の価格などの視

点から理解します。 

〇格差の是正に向けた

取り組みについては，

SDGs（p.194，195）を

取り上げて具体的に

理解します。 
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  単元名 学習項目 学習のねらい 主な学習活動 

２
月
・
３
月 

第３部  持続可

能な社会づくり

に参画するため

に 

１ 探究のイメー

ジをつかもう 

２ 探究プロセス 

〇現代の諸課題につい

て，探究的な課題を設

定し，課題解決に向け

て必要な情報を収集

して分析したり考察

したりします。 

〇探究の結果や自らの

主張を論拠を明確に

して説明したり表現

したりします。 

〇課題設定の理由及び

課題解決の仮説や見

通を吟味します。 

〇研究のアウトライン

や構成を見通しなが

ら，必要な資料の収集

や整理の仕方につい

て見通しを立てます。 

〇明確になったこと，明

確にならなかったこ

とも含めて研究の成

果をまとめます。 

 

 

 

４ 評価の方法 

(1) 評価の結果を生かす 

 評価は自分自身の学習の過程や成果を確認するためになされるものです。このことをしっかり

確認し，不十分な点があればその後の学習の改善につなげるようにしましょう。そのためにも，

返却されたテストやレポート，自己評価などの見直しを徹底しましょう。  

 

(2) 評価の観点 

  評価に当たっては，学習で身に付ける力を次の三つの観点から把握します。 

知識・技能 ○現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手がかりとなる概

念や理論について理解しているとともに，諸資料から，倫理的主体な

どとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまと

めている。 

思考・判断・表現 ○現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手がかりとなる考え

方や公共的な空間における基本的原理を活用して，事実を基に多面

的・多角的に考察し公正に判断したり，合意形成や社会参画を視野に

入れながら構想したことを議論したり表現したりしている。  

主体的に学習に 
取り組む態度 

○よりよい社会の実現を視野に，公共的な空間に生き国民主権を担う公

民として，現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。    

○知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けた

りすることに向けた粘り強い取り組みを行おうとしている。また，粘

り強い取り組みを行うなかで，自らの学習を調整しようとしている。 

 



- 25 - 

(3) 評価の時期と方法 

  ア 各学期の定期考査では，出題範囲における知識と技能の習得の状況，思考力・判断力・

表現力を評価します。 

 イ 現代の諸課題を探究する際のレポートを評価のための資料とします。課題の設定・追究，

まとめの学習を行う際には，教科書の「第 3 部 持続可能な社会に参画するために」など

を参考にしてください。 

 ウ 学習活動の様子や発表，討論，論述などの内容を評価のための資料とします。 

  エ 自己評価やふり返りシートを参考とします。学習内容のふり返りを行う際には，教科書

第 1 部・第 2 部の「まとめ」などを参考にしてください。  

 

(4) 評定について 

 評定は，上記の方法で得られた評価に関する情報を総合的に判断して行います。 

 

【参考】授業の進め方と学習に当たって 

(1)授業の進め方 

 ア 現代の諸課題を捉える視点や枠組み，基本的な概念の理解を図ります。 

 イ 一斉授業，グループ学習，発表などの学習活動を行い，ものごとを多面的・多角的に考察

し，公正に判断する力を養います。 

ウ 資料から適切な情報を選択し，課題を追究する活動，レポートにまとめたり発表したりす

る活動などを行い，課題追究の方法を身に付けます。 

 

(2) 学習に当たって 

 ア 日頃からメディアで報道される時事的な課題に関心を持ち，調べたり論点を見いだしたり

といったことに努めること。  

 イ 客観的な資料に基づいて，諸課題を考察し，解決のあり方を模索する態度を身に付けるこ

と。 

 


